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　　　　　　　　北病棟チームカンファレンス記録

　平成１７年　１２月２６日　（月）

　　　　司会 　大坂　志保　　記録　小舘　和也　

	藤原香
	佐々木
	市　島
	高橋則
	岩　藤
	大　坂
	太　田

（裕）
	スバベイ
	太　田（由）
	白山

	公休
	準夜
	深夜
	公休
	準夜
	○
	公休
	○
	○
	深夜

	田　島
	赤坂

（千）
	木　村
	池　田
	小　舘
	熊　野
	赤　坂（真）
	久　保
	下　平
	川守田

	公休
	公休
	公休
	○
	○
	公休
	年休
	○
	外来
	○

	柳　沢
	本川
	
	
	
	
	
	
	
	

	　公休
	○
	
	
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 乾燥機の新しいフィルターの取り付け完了しました。

· 病棟管理日誌を各勤務者及び病棟管理者は日誌記載後の確認を徹底して下さい。

· 十日市利喜様～全身の湿疹増悪にて野沢皮膚科受診しています。疥癬の疑いにて本日から六一〇ハップ浴、オイラックスBB軟膏２日に１回（風呂後）開始です。内服ヒドキサール10mg　３Ｔ、ネオファーゲンＣ　６Ｔ、ヒスタリジン　３Ｔ　３×１４日分（12/26昼～1/9朝まで）12/26の六一〇ハップ浴は最後の入浴となります。12/28（水）皮膚科受診し、その後の指示を受ける予定です。

· 稲垣恵利子様～正月外泊の電話が家族から来ていない為、確認の電話お願いします。

· 山火るい子様～鼻汁続いていること主治医へ報告し、風邪薬３×２日分　（12/26夕～12/28昼まで）処方となっています。これからも様　　　　　　　

子観察していきましょう。

· 浅野秀子様～鼻汁・咳嗽の訴え聞かれ、主治医へ報告し、風邪薬３×３日分（12/26夕～12/28夕まで）処方となっています。これからも様子　

観察していきましょう。

· 餅つき大会誘導時間について

Ａグループ（南Ａ）　９:３０～１０:１５

Ｂグループ（南Ｂ）１０:１５～１１:３０

病棟の誘導スタッフが患者様の餅の摂取状況を把握し見守るようにして下さい。

＜週間予定＞

· 12/28　歯科

· 12/28　餅つき大会

· 12/28　十日市様　皮膚科

＜ＯＴ報告・ミーティング＞

吉田　富秋様～金銭管理が出来ない為、計算機を使って計算が出来るような作業をして欲しいとありましたが理解が低い、意思疎通も上手く出来ない等があり、どの程度計算が出来るのか調べながら評価も兼ねつつ行っていきます。

三上　勇様～先週の月曜日に「人を殴ったから入院したんだ。だから措置なんだ。」と話していた。任意であることの理解が無く、妄想めいた事も話すことがあります。作業はやる気があり、ドリルを進めています。

横山　耕生様～集中力や持続力はほとんど無く、刃物についての不安を訴えています。作業中は本を持っては行くがふせて読まない、他の作業もほとんど行わず年齢の近い患者様と話しをしている事が多いです。本人は「頑張らなきゃならないと思ってるけど体がついていかない」と話しています。作業での目標を本人と話し合って決めていきます。

＜年末大環境整備進行状況＞

· 詰所の天井、壁　

· 洗面所の天井　

· ホール、廊下側、詰所の床

· 廊下の照明器具、天井

· 観葉植物のほこり払い

以上の場所は掃除が終わっていません。

疥癬対応方法

	実施手順
	観察・ケアのポイント

	①疥癬と診断


	①個室もしくは一つの部屋に対象者を環境整備し、室内での生活とする。

	②治療


	①皮膚科Ｄｒ指示のもと、六十〇ハップ浴後、

ＢＢオイラックスを頚部より下全身にむらなく２日に１回塗布する。

②塗り残しなく塗る。皮疹部だけでなく、全体に塗ることが大事。特に腋か・首・鼠径部・陰股部はたっぷりと塗る。

③入浴

・最後に浴槽を利用する。浴槽のお湯１８０Ｌに対し六十〇ハップ１３～１７ｍＬ入れる。

④清拭

・お湯１Ｌに対し六十〇ハップ1,5ｍＬにて行う。

	③室内の清掃、消毒


	①清掃

・掃除機をかける。

・六一〇ハップやハイターによる掃除をする。

・床頭台・ドアノブは、同様に拭く。

・週一回、病室やホールへバルサンをたく。

	④リハビリテーション
	①プログラムへの参加

・感染した疑いのある患者様については、原

　則として他患者様と接触するような、作業

　療法、リハビリテーション活動等、全てを中止とする。

・再開については主治医、感染対策の医師、皮膚科医と相談のうえ決定する。


必要物品　　

　　予防衣、サンダル、軟膏（ＢＢオイラックス）、ディスポーザブル手袋、六一〇ハップ、　　　　　ハイター、ダスロール、モップ、ダニアーススプレー、本人専用の衣類・洗面道具一式タオル

	実施手順
	観察・ケアのポイント

	1 リネン類、衣服


	①タオル、シーツ、白衣等は　ビニール袋に入れてダニアースを噴霧。　２４時間密閉後家族や洗濯業者へ依頼する。又、50℃以上の湯に10分以上つけ、その後洗濯する方法の2方法ある。

・布団、毛布等の寝具は太陽光線で日光消毒する。この間は患者様に協力頂き、最小限の寝具使用とする。

・シ－ツ、掛布団カバ－類は毎日交換する。

　ビニール袋に入れて、ダニアースを噴霧。

　２４時間後、洗濯業者へ依頼する。　

	②食器類
	①特別扱いしなくても可。

	③トイレの使用
	①便器は個人専用とする。

	④ゴミ類


	①・可燃ゴミは可燃物として処理する。

・ガ－ゼ・酒精綿などの感染者の皮膚に直接触れたものは感染性医療廃棄物へ捨てる。

	⑤器具、機械類


	①滅菌可能な器具・機械

・洗浄後50℃以上の湯に消毒腋を入れ30分消毒後オートクレーブで滅菌する。

②滅菌不可能な器具

・50℃以上の湯に消毒腋入れ30分以上つけてから洗浄する。

③疥癬患者様に触れたディスポーザブル製品

・感染性廃棄物に捨てる。

④体温計、血圧計、聴診器

・個人専用とする。特に血圧計はマンシェットを介して感染する事がある。使用後のマンシェットは取り外してトリゾンラブを噴射、乾燥させる。

	⑥その他


	①車椅子

・個人専用とする。1日1回六一〇ハップ、又はハイターで十分に拭く。

・浴槽・床タイル

　六一〇ハップで洗い、熱湯にて洗い流す。

②病室清掃

・掃除機をかける。

・六一〇ハップやハイターによる掃除をする。

・床頭台・ドアノブは、同様に拭く。

・週一回、病室やホールへバルサンをたく。


必要物品

　ビニール袋、ダニアース、ディスポーザブル手袋、便器、オ－トクレ―ブ、六一〇ハップ、トリゾン、トリゾンラブ、バルサン


































